


〔記述式解答の採点について〕 
 
第１回 ３ (3) 
 
【模範解答例】 
 

 
   よって、2268－378＝1890(㎠) 
 
 
【採点のポイント】 
 面積の求め方はいろいろ考えられますが、「１辺９cmの正方形の面積」から「重なった
部分の面積」を引くのがもっとも簡単な求め方と言えるでしょう。採点基準は以下の通り
です。 
 
・重なった部分が 42 個となるのは「７回目」であると言及していれば、２点加点 
しました。 
 

・１辺９cmの正方形の枚数を求めていれば、２点加点しました。 
・重なった部分の面積を求めていれば、２点加点しました。 
・最後に、答えが出ていれば、答え点としてさらに２点加点し、満点答案は合計８ 
点となります。 

 
  

２＋４＋６＋８＋10＋12＝42 なので、７回目である。７回目までに並べた 

１辺９cmの正方形の枚数は、１＋２＋３＋４＋５＋６＋７＝28枚。 

     (9×9)×28＝2268 

   (3×3)×42＝378 

 
第１回 ５ (3) 
 
【模範解答例】 
 

ＤＱ：ＰＦ ＝ (10－3.7)：2.7 ＝ 6.3：2.7 ＝ ７：３ 

よって、 
   ア ：（ ア  -８）＝ ７：３ 

   ア ：８ ＝ ７：４ 

       ア   ＝ 14 
 
 
 
【採点のポイント】 
奥の面の「三角形ＡＤＱ」と手前の面の「三角形ＧＦＰ」が相似であることに注目しま

す。採点基準は以下の通りです。 
 
 ・ＤＱの長さを求めていれば、１点加点しました。 
 ・ＤＱ：ＰＦの比を求めていれば、２点加点しました。 

 ・「 ア ：（ ア  -８）」が ＤＱ：ＰＦ と等しいことに言及していれば、１点加点しま
した。 
また、「 ア ：８ ＝ ７：４」という式を立てていれば、さらに２点加点しました。 

・最後に、答えが出ていれば、答え点としてさらに２点加点し、満点答案は合計８点とな
ります。 

 


